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就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
千
葉
白
菊
会
　
会
長
　
青
柳
　
信
子

大
澤
國
昭
・
前
千
葉
白
菊
会
会
長
が
令
和
六

年
三
月
で
退
任
さ
れ
、
四
月
か
ら
私
が
第
五
代

会
長
の
任
に
就
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

私
と
白
菊
会
と
の
関
わ
り
は
、
平
成
十
七
年

か
ら
六
年
間
、
千
葉
白
菊
会
事
務
局
長
を
務
め

た
時
か
ら
で
す
。
千
葉
大
学
医
学
部
の
非
常
勤

職
員
と
し
て
、
入
会
手
続
き
を
し
た
り
、
会
員

の
電
話
を
受
け
た
り
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
皆

様
の
中
に
は
総
会
で
お
会
い
し
た
り
、
電
話
で

お
話
し
し
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

当
時
は
丸
山
武
文
第
三
代
会
長
で
し
た
が
、
役

員
の
皆
さ
ん
は
、
大
学
の
役
に
立
ち
た
い
、
学

生
さ
ん
の
お
手
伝
い
が
し
た
い
と
一
生
懸
命
で

し
た
。「
献
体
の
碑
」
周
辺
の
草
取
り
や
千
葉

寺
霊
堂
の
掃
除
な
ど
に
汗
だ
く
で
取
り
組
ん
で

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

平
成
七
年
に
献
体
さ
れ
た
齋
藤
利
一
初
代
会

長
は
直
接
存
じ
上
げ
な
い
の
で
す
が
、
自
衛
隊

で
同
僚
だ
っ
た
山
内
實
元
副
会
長
か
ら
折
に
触

れ
お
話
を
伺
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
山
内
彰

吉
第
二
代
会
長
に
は
毎
年
、
総
会
で
お
会
い
し

て
い
ま
し
た
。

大
澤
國
昭
第
四
代
会
長
は
、
監
事
と
し
て
七

年
、
副
会
長
二
年
を
含
め
二
十
三
年
間
、
千
葉

白
菊
会
と
千
葉
大
学
医
学
部
の
為
に
お
骨
折

り
下
さ
い
ま
し
た
。
十
四
年
も
の
間
、
会
長
を

務
め
ら
れ
た
大
澤
前
会
長
の
よ
う
に
は
出
来
ま

せ
ん
が
、
微
力
な
が
ら
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
頂

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
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成願者名簿

－1－

故
　
遠
山
　
奈
須
男
　
様	

千
葉
市
中
央
区

令
和
五
年
四
月
六
日�

98
歳

故
　
田
代
　
四
郎
　
様	

山
武
市

令
和
五
年
四
月
十
日�

89
歳

故
　
地
湧
　
宏
　
様	

船
橋
市

令
和
五
年
四
月
十
二
日�

85
歳

故
　
塚
谷
　
節
子
　
様	
千
葉
市
稲
毛
区

令
和
五
年
四
月
十
九
日�

81
歳

故
　
小
島
　
幸
江
　
様	

千
葉
市
稲
毛
区

令
和
五
年
四
月
二
十
三
日�

98
歳

故
　
安
次
嶺
　
保
義
　
様	

市
原
市

令
和
五
年
五
月
三
日�
87
歳

故
　
佐
藤
　
孝
　
様	

八
千
代
市

令
和
五
年
五
月
四
日�

95
歳

故
　
髙
井
　
辰
子
　
様	

船
橋
市

令
和
五
年
五
月
五
日�

94
歳

故
　
岡
田
　
光
子
　
様	

夷
隅
郡
御
宿
町

令
和
五
年
五
月
十
三
日�

93
歳

故
　
榎
本
　
郁
郎
　
様	

八
千
代
市

令
和
五
年
五
月
十
八
日�

90
歳

故
　
寺
田
　
良
寛
　
様	

船
橋
市

令
和
五
年
五
月
二
十
一
日�

88
歳

故
　
小
柏
　
毎
子
　
様	

山
武
市

令
和
五
年
五
月
二
十
一
日�

83
歳

故
　
兒
井
　
政
子
　
様	

市
川
市

令
和
五
年
五
月
二
十
四
日�

100
歳

故
　
前
田
　
芳
孝
　
様	

君
津
市

令
和
五
年
六
月
一
日�

90
歳

故
　
金
吉
　
法
道
　
様	

夷
隅
郡
大
多
喜
町

令
和
五
年
六
月
十
二
日�

78
歳

故
　
津
波
　
宏
和
　
様	

流
山
市

令
和
五
年
六
月
十
六
日�

85
歳

故
　

野
　
繁
夫
　
様	

八
千
代
市

令
和
五
年
六
月
二
十
一
日�

80
歳

故
　
藤
谷
　
登
　
様	

千
葉
市
花
見
川
区

令
和
五
年
六
月
二
十
四
日�

84
歳

故
　
小
滝
　
千
代
　
様	

館
山
市

令
和
五
年
六
月
二
十
八
日�

95
歳

故
　
鈴
木
　
修
　
様	

松
戸
市

令
和
五
年
六
月
二
十
九
日�

92
歳

故
　
加
藤
　
弘
信
　
様	

館
山
市

令
和
五
年
七
月
九
日�

80
歳

故
　
布
施
　
仁
十
郎
　
様	

船
橋
市

令
和
五
年
七
月
十
二
日�

94
歳

故
　
上
段
　
宏
彰
　
様	

東
京
都

令
和
五
年
七
月
十
三
日�

75
歳

故
　
宮
本
　
朋
子
　
様	

茨
城
県

令
和
五
年
七
月
十
九
日�

80
歳

故
　
清
水
　
貞
治
　
様	

山
武
郡
九
十
九
里
町

令
和
五
年
七
月
十
九
日�

89
歳

故
　
田
中
　
京
子
　
様	

富
津
市

令
和
五
年
七
月
十
九
日�

94
歳

故
　
冨
田
　
真
子
　
様	

千
葉
市
緑
区

令
和
五
年
七
月
二
十
一
日�

64
歳

故
　
大
矢
　
正
　
様	
長
生
郡
長
柄
町

令
和
五
年
七
月
二
十
二
日�

87
歳

故
　
川
名
　
喜
美
子
　
様	

木
更
津
市

令
和
五
年
七
月
二
十
四
日�
97
歳

故
　
富
澤
　
勇
治
　
様	

千
葉
市
花
見
川
区

令
和
五
年
七
月
二
十
六
日�
87
歳

故
　
内
田
　
幸
子
　
様	

柏
市

令
和
五
年
八
月
三
日�

97
歳

故
　
阿
部
　
一
浩
　
様	

佐
倉
市

令
和
五
年
八
月
四
日�

62
歳

故
　
稲
村
　
宰
代
　
様	

柏
市

令
和
五
年
八
月
九
日�

89
歳

故
　
岡
田
　
稔
　
様	

四
街
道
市

令
和
五
年
八
月
十
七
日�

66
歳

故
　
飯
島
　
保
子
　
様	

千
葉
市
花
見
川
区

令
和
五
年
八
月
二
十
日�

90
歳

故
　
峯
岸
　
惠
美
子
　
様	

千
葉
市
若
葉
区

令
和
五
年
八
月
二
十
六
日�

92
歳

故
　
小
杉
　
利
子
　
様	

松
戸
市

令
和
五
年
八
月
二
十
六
日�

88
歳

故
　
間
々
田
　
佑
子
　
様	

習
志
野
市

令
和
五
年
八
月
二
十
八
日�

81
歳

故
　
渡
邉
　
富
榮
　
様	

船
橋
市

令
和
五
年
九
月
三
日�

94
歳

故
　
松
宮
　
敎
子
　
様	

船
橋
市

令
和
五
年
九
月
四
日�

95
歳

故
　
加
藤
　
郁
也
　
様	

千
葉
市
緑
区

令
和
五
年
九
月
四
日�

76
歳

故
　
竹
内
　
和
男
　
様	

流
山
市

令
和
五
年
九
月
四
日�

87
歳

故
　
飯
田
　
格
　
様	

船
橋
市

令
和
五
年
九
月
八
日�

102
歳

故
　
武
田
　
和
子
　
様	

船
橋
市

令
和
五
年
九
月
九
日�

79
歳

故
　
龍
　
敬
一
　
様	

木
更
津
市

令
和
五
年
九
月
十
四
日�

84
歳

成
願
者
名
簿

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
九
十
六
名
の
会
員
が
成じ
ょ
う
が
ん願さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
追
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
（
注
）
千
葉
大
学
に
献
体
（
成
願
）
さ
れ
た
年
月
日
を
記
載
し
て
い
ま
す
（
ご
逝
去
さ
れ
た
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。



成願者名簿

－2－

故
　
並
木
　
清
　
様	

鎌
ケ
谷
市

令
和
五
年
九
月
十
八
日�

94
歳

故
　
矢
部
　
英
一
　
様	

千
葉
市
中
央
区

令
和
五
年
九
月
二
十
二
日�

83
歳

故
　
向
山
　
幸
夫
　
様	

佐
倉
市

令
和
五
年
九
月
二
十
七
日�

87
歳

故
　
望
月
　
進
一
　
様	

松
戸
市

令
和
五
年
九
月
二
十
八
日�

75
歳

故
　
前
岡
　
史
栄
　
様	

大
網
白
里
市

令
和
五
年
十
月
九
日�

70
歳

故
　
諸
石
　
八
千
代
　
様	
船
橋
市

令
和
五
年
十
月
十
日�

66
歳

故
　
佐
久
間
　
淳
子
　
様	
千
葉
市
若
葉
区

令
和
五
年
十
月
十
日�

76
歳

故
　
石
橋
　
忠
　
様	

船
橋
市

令
和
五
年
十
月
十
六
日�
91
歳

故
　
塩
澤
　
洋
子
　
様	

船
橋
市

令
和
五
年
十
月
十
六
日�

86
歳

故
　
坂
本
　
恵
一
　
様	

茨
城
県

令
和
五
年
十
月
十
七
日�

86
歳

故
　
齋
藤
　
麗
子
　
様	

松
戸
市

令
和
五
年
十
月
二
十
二
日�

87
歳

故
　
林
田
　
は
つ
　
様	

千
葉
市
花
見
川
区

令
和
五
年
十
月
二
十
五
日�

94
歳

故
　
日
方
　
寛
　
様	

茂
原
市

令
和
五
年
十
月
二
十
八
日�

95
歳

故
　
秋
山
　
千
里
　
様	

松
戸
市

令
和
五
年
十
月
二
十
八
日�

91
歳

故
　
加
藤
　
友
彦
　
様	

柏
市

令
和
五
年
十
一
月
八
日�

93
歳

故
　
大
濱
　
富
三
　
様	

木
更
津
市

令
和
五
年
十
一
月
八
日�

90
歳

故
　
岩
戸
　
輝
雄
　
様	

流
山
市

令
和
五
年
十
一
月
九
日�

96
歳

故
　
丸
田
　
幸
雄
　
様	

市
原
市

令
和
五
年
十
一
月
十
三
日�

76
歳

故
　
弓
削
　
と
よ
子
　
様	

東
京
都

令
和
五
年
十
一
月
十
六
日�

84
歳

故
　
渡
部
　
正
廣
　
様	

松
戸
市

令
和
五
年
十
一
月
十
九
日�

87
歳

故
　
岡
　
涼
子
　
様	

市
原
市

令
和
五
年
十
一
月
二
十
一
日�

89
歳

故
　
平
野
　
寛
一
　
様	

八
街
市

令
和
五
年
十
二
月
十
四
日�

86
歳

故
　
竹
内
　
貞
　
様	

船
橋
市

令
和
五
年
十
二
月
十
六
日�

95
歳

故
　
西
尾
　
憲
司
　
様	

千
葉
市
若
葉
区

令
和
五
年
十
二
月
十
八
日�

82
歳

故
　
赤
坂
　
カ
ツ
ヱ
　
様	

習
志
野
市

令
和
五
年
十
二
月
二
十
二
日�

96
歳

故
　
奥
山
　
さ
く
子
　
様	

山
武
郡
九
十
九
里
町

令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日�

89
歳

故
　
久
根
﨑
　
克
美
　
様	

鴨
川
市

令
和
六
年
一
月
七
日�

61
歳

故
　
湯
浅
　
綾
子
　
様	

松
戸
市

令
和
六
年
一
月
十
五
日�

89
歳

故
　
佐
藤
　
ユ
キ
ノ
　
様	

君
津
市

令
和
六
年
一
月
十
六
日�

93
歳

故
　
中
村
　
實
　
様	

市
原
市

令
和
六
年
一
月
十
九
日�

91
歳

故
　
近
藤
　
妙
子
　
様	

千
葉
市
美
浜
区

令
和
六
年
一
月
十
九
日�

95
歳

故
　
豊
田
　
た
み
子
　
様	
千
葉
市
花
見
川
区

令
和
六
年
一
月
二
十
六
日�

98
歳

故
　
髙
松
　
鐵
郎
　
様	

山
武
市

令
和
六
年
一
月
二
十
七
日�
79
歳

故
　
安
藤
　
ゆ
き
子
　
様	

富
津
市

令
和
六
年
一
月
三
十
日�
89
歳

故
　
赤
坂
　
千
代
子
　
様	

船
橋
市

令
和
六
年
二
月
一
日�

90
歳

故
　
福
島
　
久
代
　
様	

船
橋
市

令
和
六
年
二
月
四
日�

82
歳

故
　
中
山
　
令
子
　
様	

い
す
み
市

令
和
六
年
二
月
六
日�

82
歳

故
　
渡
部
　
卓
朗
　
様	

八
千
代
市

令
和
六
年
二
月
七
日�

90
歳

故
　
宮
寺
　
廣
　
様	

千
葉
市
稲
毛
区

令
和
六
年
二
月
九
日�

97
歳

故
　
佐
藤
　
忠
義
　
様	

千
葉
市
稲
毛
区

令
和
六
年
二
月
十
六
日�

79
歳

故
　
山
下
　
由
紀
子
　
様	

船
橋
市

令
和
六
年
二
月
二
十
一
日�

81
歳

故
　
池
田
　
稔
　
様	

千
葉
市
中
央
区

令
和
六
年
二
月
二
十
三
日�

78
歳

故
　
宇
賀
神
　
俊
一
　
様	

千
葉
市
稲
毛
区

令
和
六
年
三
月
八
日�

79
歳

故
　
野
本
　

雄
　
様	

千
葉
市
中
央
区

令
和
六
年
三
月
十
一
日�

94
歳

故
　
岡
　
正
男
　
様	

市
原
市

令
和
六
年
三
月
十
二
日�

89
歳

故
　
朝
賀
　
治
雄
　
様	

千
葉
市
中
央
区

令
和
六
年
三
月
十
七
日�

90
歳

故
　
荒
武
　
國
治
　
様	

千
葉
市
美
浜
区

令
和
六
年
三
月
十
九
日�

90
歳

故
　
阪
田
　
ミ
ヨ
子
　
様	

市
原
市

令
和
六
年
三
月
二
十
一
日�

101
歳

故
　
坂
本
　
利
子
　
様	

習
志
野
市

令
和
六
年
三
月
二
十
一
日�

99
歳

故
　
深
山
　
弘
邦
　
様	

茂
原
市

令
和
六
年
三
月
二
十
六
日�

82
歳

故
　
中
沢
　
博
　
様	

茨
城
県

令
和
六
年
三
月
三
十
日�

90
歳
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医
学
部
学
生
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
　


解
剖
実
習
を
経
て
の
成
長
と
感
謝

八
木
　
悠
輔

は
じ
め
に
献
体
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、

ご
家
族
の
方
々
、
私
た
ち
に
貴
重
な
解
剖
実
習

の
機
会
を
く
だ
さ
り
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
解
剖
実
習
が
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で

医
学
生
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
、
私

は
実
習
を
経
て
痛
感
し
ま
し
た
。

ま
ず
実
際
の
手
術
で
は
、
極
力
患
者
さ
ん
の

傷
を
少
な
く
す
る
た
め
に
切
開
範
囲
は
最
小
限

で
行
わ
れ
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
見
た
い
血
管
や

臓
器
な
ど
が
明
確
に
剖
出
※
さ
れ
提
示
さ
れ
て

い
る
ア
ト
ラ
ス
※
や
図
と
は
違
い
、
本
当
の
臨

床
の
現
場
で
求
め
ら
れ
る
知
識
と
い
う
の
は
体

表
か
ら
ど
う
見
え
る
か
と
い
う
こ
と
や
構
造
物

の
深
さ
、
さ
ら
に
は
他
の
構
造
物
と
の
関
連
で

あ
り
、
ご
遺
体
を
実
際
に
目
で
見
て
解
剖
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
こ
れ
ら
を
よ
り
深
く

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
神
経

や
血
管
な
ど
も
ア
ト
ラ
ス
の
図
で
は
色
分
け
さ

れ
て
い
て
分
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

実
際
の
体
だ
と
他
の
組
織
や
繊
維
な
ど
と
区
別

が
つ
か
ず
最
初
は
神
経
一
本
剖
出
す
る
の
に
か

な
り
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
解
剖
実

習
が
終
わ
り
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
剖
出
能
力
、

識
別
能
力
と
も
に
大
変
成
長
し
、
す
ぐ
に
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
ご
遺
体
で
、
気
管
挿
管
※
や
胸
腔
ド
レ

ナ
ー
ジ
※
な
ど
の
外
科
的
手
技
も
体
験
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
縫
合
な
ど
の
基
本
的
な
手

技
を
は
じ
め
、
中
に
は
実
際
の
医
師
で
も
た
ま

に
し
か
行
う
こ
と
の
な
い
貴
重
な
手
技
も
体
験

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
手
技
は
一
回
や
っ

て
い
る
か
そ
う
で
な
い
か
で
は
実
際
に
行
う
と

き
に
雲
泥
の
差
で
あ
り
、
非
常
に
有
意
義
な
も

の
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
解
剖
実
習
を
経
て
医
学
的
知
識
以
外

に
も
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
年
生
に
な
り
専
門
的
な
医
学
の
授
業
が
本
格

的
に
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の

多
く
は
基
礎
医
学
的
な
側
面
が
強
く
、
医
者
に

な
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
あ
ま

り
理
解
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
解
剖
も
医

師
に
な
る
た
め
に
必
要
な
勉
強
の
う
ち
の
一
つ
と

し
か
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
解
剖
実
習

を
経
て
、
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
の
自

分
た
ち
に
体
を
預
け
て
く
れ
る
と
い
う
行
為
か

ら
、
そ
の
行
為
や
体
を
預
け
て
く
だ
さ
っ
た
方

に
対
し
て
真
摯
に
向
き
合
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
、
と
い
う
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
医
師
を
信
じ
て
体
を
預
け
侵
襲
的
※

な
医
療
行
為
を
許
し
て
く
だ
さ
る
患
者
さ
ん
と

医
師
の
関
係
そ
の
も
の
で
あ
り
、
初
め
て
医
師

と
は
ど
う
い
う
職
業
か
実
感
で
き
た
よ
う
に
思

え
ま
す
。
自
分
た
ち
の
勉
強
の
た
め
に
献
体
し

て
く
だ
さ
っ
た
方
の
た
め
に
も
、
し
っ
か
り
学

ば
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
糧
に
、
今
後
も
精

進
し
立
派
な
医
師
に
な
り
多
く
の
人
を
救
う
こ

と
が
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
恩
返
し
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
そ
の
ご
家
族
の

方
々
は
、
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
も
長
い
間
解
剖

を
待
た
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
聞

き
ま
し
た
。
長
い
間
、
ご
家
族
の
元
に
戻
れ
な

解
剖
実
習
を
行
っ
た
医
学
部
学
生
、

見
学
に
参
加
し
た
看
護
学
部
学
生
た
ち

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
届
け
し
ま
す
。

皆
、
こ
の
授
業
を
通
じ
て
真
の
医
学
生
・

看
護
学
生
と
な
り
、
そ
し
て
良
き
医
師
・

看
護
師
と
な
る
決
意
と
、
献
体
者
へ
の

感
謝
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

ご
遺
体
の
先
生
に
寄
せ
て

ご
遺
体
の
先
生
に
寄
せ
て
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か
っ
た
ご
遺
体
の
先
生
、
そ
し
て
亡
く
な
ら
れ

た
先
生
と
長
い
間
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
ご
家
族
の
方
々
に
は
、
頭
が
上
が
り
ま
せ
ん
。

改
め
て
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
ま
た
ご

家
族
の
方
々
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※ 

剖
出
…
…
見
る
べ
き
器
官
が
見
え
る
よ
う
に

他
の
組
織
を
取
り
除
く
こ
と

※ 

ア
ト
ラ
ス
…
…
解
剖
実
習
で
使
用
す
る
人
体

の
図
譜

※ 

気
管
挿
管
…
…
口
や
鼻
か
ら
気
管
チ
ュ
ー
ブ

を
挿
入
し
て
気
道
を
確
保
す
る
医
療
行
為

※ 

胸
腔
ド
レ
ナ
ー
ジ
…
…
肋
骨
・
胸
骨
・
横
隔

膜
な
ど
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
心
臓
・
肺
な
ど
を

収
め
る
胸
腔
に
、
管
（
ド
レ
ー
ン
・
カ
テ
ー

テ
ル
）
を
挿
入
し
て
感
染
症
の
原
因
と
な
る

膿
・
血
液
・
浸
出
液
な
ど
を
排
出
す
る
治
療

行
為

※ 

侵
襲
的････

手
術
や
器
具
の
挿
入
な
ど
、
身

体
に
負
担
を
か
け
る
よ
う
な
こ
と


献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
へ

宮
野
　
ひ
な
た

三
ヶ
月
の
解
剖
実
習
が
終
わ
り
ま
し
た
。
こ

の
三
ヶ
月
は
私
に
と
っ
て
、
人
生
の
中
で
最
も

濃
い
時
間
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

の
三
ヶ
月
を
通
し
て
、
ご
遺
体
の
先
生
は
私
に

非
常
に
た
く
さ
ん
の
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
ず
初
め
に
、
先
生
は
私
に
医
学
の
根
本
で

あ
る
、
人
体
構
造
の
知
識
を
刻
み
込
ん
で
く
れ

ま
し
た
。
教
科
書
の
図
や
写
真
で
見
る
の
と
、

実
際
に
剖
出
し
同
定
を
す
る
の
と
で
は
、
知
識

の
定
着
に
雲
泥
の
差
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
の

目
で
見
て
手
を
動
か
し
、
そ
れ
ら
を
一
つ
一
つ

剖
出
し
て
い
く
こ
と
で
、
立
体
構
造
を
身
体
で

覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
解
剖
実
習
が
始

ま
る
前
ま
で
は
、「
胃
は
こ
の
辺
に
あ
る
の
か

な
」
な
ど
と
い
っ
た
曖
昧
な
イ
メ
ー
ジ
し
か
な

く
、
血
管
や
神
経
な
ど
の
細
か
い
組
織
の
実
態

も
、
ほ
と
ん
ど
想
像
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
が
今
で
は
人
体
全
体
の
構
造
、
組
織
ど
う

し
の
関
係
性
、
そ
れ
ぞ
れ
の
も
つ
機
能
ま
で
、

頭
の
中
で
詳
細
に
思
い
描
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
世
界
の
見
え
方
が
ま
る
で
変
り
ま

し
た
。
医
学
部
で
学
ぶ
他
の
科
目
も
、
人
体
の

構
造
が
頭
に
入
っ
て
い
る
た
め
に
格
段
と
理
解

が
し
や
す
く
な
り
、
医
学
を
学
ん
で
い
る
実
感

が
湧
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

先
生
が
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
教
科
書

に
載
っ
て
い
る
よ
う
な
一
般
的
な
体
の
構
造
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
科
書
と
は
違
っ
た
構

造
も
い
く
つ
か
見
つ
か
り
、
中
に
は
専
門
の
先

生
も
「
こ
の
よ
う
な
形
は
見
た
こ
と
が
な
い
」

と
い
っ
て
興
味
を
示
す
よ
う
な
珍
し
い
構
造
も

目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を

通
し
て
私
は
、
人
は
み
ん
な
違
う
の
だ
、
と
い

う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
、
臨
床
の
現
場
で
一

人
一
人
の
患
者
さ
ん
と
個
別
に
向
き
合
う
こ
と

の
重
要
性
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
学
習
面
に
お
け
る
知
識

だ
け
で
な
く
、
医
師
と
は
何
た
る
べ
き
か
と
い

う
精
神
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
も
先
生
で

す
。
体
を
張
っ
て
私
た
ち
に
学
び
の
機
会
を
与

え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
先
生
の
意
思
を
決
し
て

裏
切
っ
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
思
い
で
、
ど

ん
な
に
大
変
で
も
実
習
前
の
予
習
は
欠
か
さ
ず

行
い
、
実
習
中
は
少
し
で
も
多
く
の
こ
と
を
吸

収
し
よ
う
と
、
と
に
か
く
剖
出
に
励
み
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
「
患
者
さ
ん
の
期
待
に
応
え
な

け
れ
ば
」
と
い
う
医
師
と
し
て
の
義
務
、
責
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任
感
と
似
た
も
の
が
芽
生
え
て
い
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
剖
出
は
単
純
な
も
の
ば
か
り
で
は
な

く
、
自
分
は
的
外
れ
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
と
不
安
を
抱
え
な
が
ら
作
業
を
進
め

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
ん
な
と
き
、

ふ
と
自
分
が
探
し
て
い
る
組
織
が
現
れ
て
く
る

こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
ま
る
で
、

先
生
が
私
を
導
い
て
く
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
し

た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
こ
こ
に
は
、「
医
師
は

患
者
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
関
係

性
が
体
現
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
医

師
が
患
者
さ
ん
に
対
し
て
持
つ
べ
き
責
任
は
、

と
て
も
重
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
上
で
私
は
医

師
に
な
る
の
だ
と
い
う
覚
悟
を
持
つ
と
同
時
に
、

医
師
は
患
者
さ
ん
に
奉
仕
し
て
い
る
だ
け
で
は

な
い
、
与
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を

感
じ
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
医
師
は

常
に
患
者
さ
ん
に
対
し
て
誠
実
で
あ
り
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

解
剖
実
習
は
紛
れ
も
な
く
、
私
が
医
師
と
し

て
行
う
初
め
て
の
医
療
行
為
で
し
た
。
そ
し
て

ご
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
は
、
私
が
メ
ス

を
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
最
初
の
患
者
さ
ん

で
あ
り
、
医
師
に
な
る
に
あ
た
っ
て
必
要
な
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
恩
師
で

あ
り
、
私
の
心
の
中
に
残
り
続
け
、
こ
れ
か
ら

の
医
師
と
し
て
の
私
の
人
生
の
「
道
し
る
べ
」

と
な
る
、
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。
自
分

の
身
を
削
っ
て
、
医
学
の
発
展
に
貢
献
し
よ
う

と
い
う
先
生
の
尊
い
精
神
に
応
え
る
べ
く
、
私

は
立
派
な
医
師
に
な
っ
て
こ
れ
か
ら
も
精
進
し

て
い
き
ま
す
。
最
後
に
、
私
た
ち
を
信
じ
て
献

体
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
、
そ
し
て
そ
の
機

会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
ご
遺
族
の
方
々
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


ご
献
体
者
へ
の
お
も
い中

村
　
誠
太
郎

私
は
こ
の
度
、
昨
年
の
十
月
か
ら
三
ヶ
月
に

渡
り
、
解
剖
実
習
に
励
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
非
常
に
貴
重
な
学
習
の
場
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
ご
遺
体
の
先
生
や
ご
遺
族
の
方
々
、
そ

し
て
千
葉
白
菊
会
の
会
員
の
皆
様
に
ま
ず
は
感

謝
の
意
を
表
明
し
ま
す
。
私
は
ご
遺
体
を
解
剖

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
の
貴
重
な
機
会
を
通
し

て
、
医
学
の
知
識
を
超
え
た
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
解
剖
実
習

で
、
私
は
人
間
の
身
体
を
尊
重
し
、
人
間
性
や

倫
理
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
生
と
死
に
つ
い
て
の

考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
患
者
さ
ん
に
対

す
る
敬
意
を
培
う
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
、
医
師
と
し
て
一
番
大
切
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

大
変
感
謝
し
て
い
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
今
後
の
医
師
と
し
て
の
人
生

に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
深
く
考
え
て
い
ま
す
。

人
間
性
と
倫
理
の
理
解
以
外
に
も
、
今
回
の

解
剖
実
習
で
た
く
さ
ん
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
解
剖
実
習
で
得
た
学
び
は
、
教
科
書

や
通
常
の
授
業
で
学
ぶ
も
の
と
は
全
く
異
な
る

も
の
で
し
た
。
教
科
書
は
抽
象
的
な
概
念
や
理

論
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
解
剖
実

習
で
は
ご
遺
体
を
解
剖
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
人
間
の
解
剖
学
的
構
造
や
臓
器
の
相
互
関

係
、
臓
器
の
機
能
や
役
割
な
ど
、
様
々
な
人
体

に
つ
い
て
の
こ
と
を
直
観
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
解
剖
実
習
を
通
し
て
解
剖
学

が
医
療
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
で
、
医
療
の
核

を
担
う
も
の
で
あ
る
と
認
識
で
き
ま
し
た
。
今

回
の
解
剖
実
習
で
は

私
た
ち
の
み
で
な
く
、

様
々
な
専
門
の
医
師
の

方
々
も
見
学
に
来
ら
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
既
に

医
師
に
な
ら
れ
た
方
々
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も
、
手
術
、
診
断
、
治
療
計
画
な
ど
の
臨
床
的

な
応
用
に
対
し
て
も
、
解
剖
学
の
理
解
が
必
要

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
ま
だ
専
門
的

な
こ
と
は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

今
回
の
解
剖
実
習
で
、
今
の
段
階
で
学
べ
る
特

別
な
こ
と
は
最
大
限
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
自
分
の
中
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
実
技
の
練
習
の
際
の
救
急
科
で
用
い
る
気

管
挿
管
で
す
。
気
管
挿
管
は
在
学
中
に
教
科
書

で
学
ぶ
こ
と
以
外
で
触
れ
る
機
会
は
な
く
、
こ

の
実
習
の
後
は
、
実
際
の
患
者
さ
ん
を
相
手
に

す
る
こ
と
に
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
気
管
挿

管
は
人
の
生
死
に
直
結
す
る
非
常
に
大
切
な
実

技
で
あ
り
、
そ
の
実
技
の
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
が
非
常
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
私
は
、
今
回
の
解
剖
実
習
で

は
、
ご
遺
体
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の

お
か
げ
で
、
貴
重
な
学
習
の
機
会
の
み
で
な
く

人
間
性
や
倫
理
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
よ

り
豊
か
な
視
点
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
貴
重
な
経
験

を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
将
来
の
医
療
現
場
で

活
か
し
、
ご
献
体
者
の
方
々
に
報
い
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
医
師
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
貴
重
な
経
験
を
与
え
て
く

だ
さ
り
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。


「
感
謝
」

福
留
　
京
華

ま
ず
初
め
に
、
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

医
学
部
に
入
っ
た
当
初
か
ら
、
さ
ら
に
は
医

学
部
に
入
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
高
校
生
の

頃
か
ら
、「
解
剖
実
習
は
、
憧
れ
で
あ
る
医
師

の
よ
う
な
こ
と
を
初
め
て
で
き
る
場
」
だ
と
考

え
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
二
年
生
に

な
っ
て
夏
休
み
も
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
解
剖
実

習
が
始
ま
る
と
い
う
時
に
は
、
緊
張
し
た
気
持

ち
と
と
も
に
や
っ
と
解
剖
実
習
に
参
加
で
き
る

こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
は

ま
だ
「
将
来
医
師
に
な
る
立
場
と
し
て
あ
る
べ

き
姿
勢
」
や
「
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
を

解
剖
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
の
重
み
」
に
つ
い

て
分
か
っ
て
い
た
つ
も
り
だ
っ
た
も
の
の
、
恥

ず
か
し
な
が
ら
あ
ま
り
深
く
自
覚
は
出
来
て
い

な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

実
習
が
始
ま
る
前
の
解
剖
倫
理
講
習
で
は
、

解
剖
実
習
を
行
う
上
で
、
さ
ら
に
は
将
来
医
師

に
な
る
上
で
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
つ
い
て
多
く
学
び
ま
し
た
。
医
師
が
手
術
を
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担
当
し
た
患
者
の
肝
臓
に
自
ら
の
名
前
の
イ
ニ

シ
ャ
ル
の
焼
印
を
入
れ
た
事
例
や
、
複
数
人
の

医
師
が
ご
遺
体
の
前
で
写
真
を
撮
っ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
掲
載
し
た
事
例
を
耳
に
し
て
、「
医
師
に
な

る
人
間
が
傲
慢
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い

う
こ
と
を
改
め
て
深
く
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
一
般
的
に
、「
医
師
に
な
る
こ
と
は
難
し

く
、
医
師
は
素
晴
ら
し
い
職
業
だ
」
と
い
う
考

え
が
浸
透
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
実
際
、

私
自
身
も
周
り
の
人
々
か
ら
「
医
学
生
だ
な
ん

て
、
優
秀
で
凄
い
ね
。」
と
い
っ
た
お
褒
め
の
言

葉
を
も
ら
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
よ
う
な
背
景
も
あ
り
、
数
々
の
努
力
を
経
て

や
っ
と
憧
れ
の
医
学
部
に
入
っ
た
自
分
を
ど
こ
か

特
別
に
感
じ
て
し
ま
っ
て
い
た
節
が
あ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
な
事
例
ほ
ど

極
端
で
は
な
い
も
の
の
、「
自
分
を
ど
こ
か
特
別

な
存
在
だ
と
認
識
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
「
傲

慢
で
あ
る
」
こ
と
と
ほ
と
ん
ど
等
し
い
こ
と
だ
と

感
じ
、
そ
ん
な
自
分
を
恥
じ
て
深
く
反
省
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、「
傲
慢
さ
を

一
切
捨
て
て
、
社
会
に
貢
献
す
る
た
め
に
努
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
身
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を

自
覚
し
て
か
ら
、
解
剖
実
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

解
剖
実
習
初
日
、
ご
遺
体
の
先
生
を
目
の
前

に
し
て
思
わ
ず
涙
が
出
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
ご
遺
体
の
先
生
が
ど
の
よ
う
な
方
な
の

か
は
知
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
医
学
生
の
た

め
に
自
ら
の
お
身
体
を
献
体
し
て
く
だ
さ
る
と

て
も
優
し
い
方
だ
、
と
い
う
こ
と
だ
け
は
分
か

り
、
そ
ん
な
先
生
の
優
し
さ
に
心
を
打
た
れ
た

た
め
で
す
。
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
の
ご
期

待
に
添
う
べ
く
、
一
生
懸
命
勉
強
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
一
層
気
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。

三
ヶ
月
間
の
実
習
の
中
で
、
医
学
の
基
礎
と

な
る
人
体
の
構
造
に
つ
い
て
深
く
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
気
管
挿
管
な
ど

複
数
の
実
技
実
習
も
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。「
百
聞
は
一
見
に
し
か

ず
」
と
い
う
諺
の
通
り
、
教
科
書
で
学
ぶ
だ
け

で
は
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
曖
昧
に
な
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
所
も
、
実
際
に
観
察
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
今
こ
の
瞬
間
も
鮮
明
に
映
像

が
浮
か
ぶ
ほ
ど
し
っ
か
り
と
自
分
の
知
識
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
解
剖
実
習
を
経

て
人
体
の
構
造
に
関
す
る
知
識
が
身
に
つ
い
た

こ
と
で
、
実
際
に
医
学
の
勉
強
が
以
前
と
比
べ

て
、
格
段
に
理
解
し
や
す
く
な
っ
た
と
実
感
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
医
師
に
な
る
上
で
必
要
な
姿

勢
や
知
識
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
貴
重
な
機
会
を

与
え
て
く
だ
さ
っ
た
ご
遺
体
の
先
生
と
、
ご
遺

族
、
ま
た
千
葉
白
菊
会
会
員
の
方
々
に
は
深
く

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
恩
を
一
生
涯
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
社
会
に
還
元
で
き
る
よ
う
な
医

師
に
な
れ
る
よ
う
、
今
後
も
謙
虚
に
努
力
を
重

ね
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


解
剖
実
習
を
終
え
て

濱
口 

大
地

二
〇
二
三
年
十
月
六
日
。
私
は
こ
の
先
、
一

生
こ
の
日
を
忘
れ
る
こ
と
が
な
い
だ
ろ
う
。
解

剖
実
習
室
に
入
っ
た
瞬
間
が
、
今
で
も
私
の
記

憶
に
鮮
明
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

解
剖
実
習
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
私
に
は
二

つ
の
相
反
す
る
気
持
ち
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

初
め
て
実
際
の
ご
遺
体
の
先
生
を
直
接
観
察
し

て
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
期
待
や
興

奮
と
、
果
た
し
て
そ
れ
を
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
と
い
う
不
安
で
あ
る
。
二
年
生

と
な
り
、
い
よ
い
よ
基
礎
医
学
の
勉
強
が
本
格

的
に
始
ま
っ
て
い
く
中
で
、
特
に
こ
の
解
剖
学

実
習
は
私
に
と
っ
て
印
象
的
で
あ
り
、
解
剖
を

学
習
し
て
い
る
一
日
一
日
が
新
鮮
で
あ
っ
た
。　
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解
剖
実
習
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

注
意
事
項
や
医
療
倫
理
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
を
学
ぶ
機
会
も
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
印

象
的
だ
っ
た
の
は
、
市
民
の
死
者
に
対
す
る
敬

虔
な
感
情
は
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と

だ
。
医
学
生
が
ご
遺
体
を
解
剖
し
て
学
習
す
る

こ
と
に
対
し
、
不
快
感
を
含
め
た
複
雑
な
感
情

を
抱
く
人
々
も
少
な
か
ら
ず
い
る
中
で
、
医
学

生
が
ご
遺
体
か
ら
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
感
じ
た
。

私
は
、
こ
の
解
剖
実
習
と
い
う
授
業
が
当
た
り

前
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
数
多
く
の

人
々
の
支
援
が
あ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
一
学
生
と
し
て
、
こ

の
解
剖
実
習
に
対
す
る
責
任
感
が
強
く
芽
生
え

た
よ
う
に
思
う
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、い
よ
い
よ
実
習
が
始
ま
っ

た
。
白
布
を
剥
が
し
て
ご
遺
体
の
先
生
と
対
面

し
、
い
ざ
メ
ス
で
皮
膚
を
切
開
す
る
と
な
っ
た

時
に
は
、
さ
す
が
に
恐
怖
感
を
抱
い
た
の
を
覚

え
て
い
る
。
し
か
し
、
座
学
で
学
ん
だ
こ
と
を

実
際
に
見
て
、
触
れ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
に
感
動
し
、
無
我
夢
中
で
解
剖
実
習

の
行
程
を
進
め
て
い
く
中
で
、
い
つ
の
ま
に
か

そ
の
恐
怖
感
も
薄
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
う
。

い
つ
し
か
班
の
メ
ン
バ
ー
一
人
一
人
が
ご
遺
体

へ
の
愛
着
を
も
っ
て
実
習
を
進
め
て
い
た
。

次
に
、
こ
の
解
剖
実
習
で
得
ら
れ
た
こ
と
、

学
ん
だ
こ
と
を
主
に
二
つ
挙
げ
た
い
と
思
う
。

一
つ
目
は
、
実
際
の
座
学
で
は
学
べ
な
い
よ
う

な
こ
と
が
、
実
際
に
は
頻
繁
に
起
こ
り
う
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
血
管
や
神
経
な

ど
に
破
格
※
が
あ
る
の
は
日
常
茶
飯
事
で
あ

り
、
臨
床
で
は
そ
の
破
格
に
対
し
て
も
、
当
然

同
じ
質
の
医
療
の
提
供
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ

が
原
因
で
医
療
ミ
ス
を
起
こ
す
こ
と
は
、
当
然

許
さ
れ
な
い
。
臨
床
現
場
で
は
そ
の
よ
う
な
こ

と
に
も
細
心
の
注
意
を
払
い
、
特
に
外
科
手
術

の
際
に
は
、
ど
の
医
療
分
野
の
先
生
も
、
解
剖

の
知
識
を
存
分
に
使
い
な
が
ら
臨
機
応
変
に
対

応
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
た
。
二
つ

目
は
、
実
際
の
患
者
さ
ん
に
対
す
る
上
で
の
心

構
え
で
あ
る
。
解
剖
の
先
生
が
話
さ
れ
て
い
た

こ
と
で
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、「
ご
遺
体
の
先

生
が
私
た
ち
に
と
っ
て
初
め
て
の
患
者
さ
ん
で

あ
る
。」
と
い
う
も
の
だ
。
私
は
そ
の
言
葉
を

聞
い
て
、
よ
り
一
層
ご
遺
体
の
先
生
に
愛
着
や

責
任
感
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
共
に
、
ご
遺

体
の
先
生
の
ご
家
族
や
周
り
の
方
々
の
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
を
背
景
に
感
じ
て
実
習
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
っ
た
。
今
後
、
実
際
に
私
が
医
療
現

場
に
出
る
際
に
も
、
こ
の
初
心
を
忘
れ
ず
に
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

最
後
に
、
私
た
ち
の
実
習
の
た
め
に
献
体
し

て
く
だ
さ
っ
た
千
葉
白
菊
会
の
皆
様
お
よ
び
ご

遺
族
、
教
員
の
方
々
を
は
じ
め
解
剖
実
習
に
関

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
の
実
習
を
通
し
て
得
た
こ
と

を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※ 

破
格
…
…
形
態
的
に
は
異
常
で
も
機
能
的
に

は
正
常
な
こ
と


解
剖
実
習
を
終
え
て

湯
村
　
綾

解
剖
実
習
が
始
ま
る
数
日
前
か
ら
、
私
は

と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
長
期
に
わ
た
る

実
習
期
間
、
膨
大
な
知
識
量
、
そ
し
て
何
よ
り

も
、人
の
体
に
初
め
て
触
れ
る
こ
と
が
怖
く
て
、

不
安
だ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
初
め
て
の

実
習
の
授
業
で
は
、
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
に
対
し
て
、
本
当
に
自
分
が
こ
れ
か
ら
メ
ス

を
入
れ
る
の
か
と
、
と
て
も
不
安
で
し
た
。

実
習
が
始
ま
っ
て
最
初
の
こ
ろ
は
、
ど
う
に

か
実
習
を
こ
な
す
の
で
精
一
杯
で
し
た
。
そ
れ
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と
同
時
に
、
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
に
対

し
て
、「
ど
う
し
て
ご
遺
体
の
先
生
は
自
身
の

体
を
献
体
す
る
と
決
め
た
ん
だ
ろ
う
」「
私
が

亡
く
な
る
時
に
、
最
期
の
時
ま
で
、
自
分
の
体

を
誰
か
の
た
め
に
使
い
た
い
と
思
え
る
だ
ろ
う

か
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
実
習
中

は
集
中
し
て
い
て
あ
ま
り
意
識
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
考
え
る
と
、
私
は
解
剖
実
習
を

通
し
て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
を
学
び
、
身
に

付
け
た
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
人
の
体
に
触
れ
る
こ
と
の
責
任
の

重
さ
で
す
。
実
際
の
医
師
は
、
人
を
救
う
た
め

に
メ
ス
を
使
い
ま
す
。
解
剖
実
習
中
、
医
療
行

為
は
人
の
体
を
傷
つ
け
る
行
為
で
も
あ
る
の
だ

と
意
識
す
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
医
療
行
為
を
行
う
際
は
細
心
の
注
意
を

払
う
必
要
が
あ
る
し
、
失
敗
は
許
さ
れ
な
い
の

だ
と
実
感
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
解
剖
実

習
中
に
行
わ
れ
た
テ
ス
ト
で
、
Ｃ
Ｔ
画
像
を
う

ま
く
読
む
こ
と
が
で
き
ず
、
私
た
ち
の
班
も
含

め
学
生
の
半
分
く
ら
い
が
間
違
え
た
問
題
が

あ
っ
た
時
、
教
員
の
先
生
が
「
半
分
く
ら
い

が
間
違
え
た
の
で
、
半
分
く
ら
い
の
患
者
さ

ん
し
か
助
か
ら
な
い
」
と
仰
っ
た
事
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
言
葉
を
聞
い
た
時
、「
ご
遺
体

の
先
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
せ
て
い
な
い
」

「
献
体
し
て
下
さ
っ
た
先
生
の
思
い
に
背
い
て
い

る
」
と
感
じ
、
自
身
の
解
剖
実
習
へ
の
姿
勢
を

見
直
す
事
が
出
来
ま
し
た
。
実
習
中
は
、
周
り

の
方
々
が
学
生
で
は
な
く
一
人
の
医
療
従
事
者

の
よ
う
に
接
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、
よ

り
一
層
責
任
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

次
に
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
す
。
実
習
を
進
め

て
い
く
中
で
、「
同
じ
医
学
部
の
学
生
で
、
同

い
年
く
ら
い
な
の
に
、
こ
ん
な
に
価
値
観
が
違

う
の
か
」
と
驚
い
た
事
が
何
度
も
あ
り
ま
し

た
。
実
習
へ
の
向
き
合
い
方
や
知
識
量
、
技
術

の
習
得
の
速
さ
な
ど
、
様
々
な
事
が
班
員
そ
れ

ぞ
れ
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。
他
の
班
員
が
出
来

て
い
る
事
が
私
だ
け
出
来
な
く
て
落
ち
込
ん
だ

り
、
考
え
方
の
違
い
に
苛
立
っ
た
り
し
た
事
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
習
を
進
め
て
い
く

中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
員
の
中
に
学
べ
る
と
こ

ろ
、
尊
敬
す
べ
き
と
こ
ろ
が
沢
山
あ
る
事
に
気

付
き
、
自
分
が
助
け
ら
れ
て
い
た
事
を
実
感
し

ま
し
た
。
他
者
か
ら
学
ぶ
姿
勢
は
、
医
師
と
な

る
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
が
、
医
療
の
知

識
の
よ
う
に
授
業
を
受
け
て
得
ら
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
頭
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
、

実
行
に
移
す
の
が
難
し
い
事
で
も
あ
る
の
で
、

実
習
を
通
し
て
経
験
で
き
る
貴
重
な
機
会
だ
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
、「
自
分
が
亡
く
な
る
時
ま
で
、
自
分
の

体
を
誰
か
の
た
め
に
役
立
て
よ
う
と
思
え
る
だ

ろ
う
か
」
と
実
習
中
に
ず
っ
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
私
だ
っ
た
ら
、
医
学
生
の
た
め
に
な
る
と

分
か
っ
て
い
て
も
、
と
て
も
葛
藤
す
る
と
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
会
っ
た
事
も
な
い
医
学

生
の
た
め
に
献
体
し
て
下
さ
っ
た
ご
遺
体
の
先

生
や
、
千
葉
白
菊
会
の
方
々
、
環
境
生
命
医
学

の
先
生
方
に
は
、
感
謝
し
て
も
し
切
れ
ま
せ
ん
。

改
め
ま
し
て
、
環
境
生
命
医
学
の
先
生
方
、

千
葉
白
菊
会
の
皆
様
、そ
し
て
献
体
し
て
下
さ
っ

た
先
生
お
よ
び
ご
遺
族
の
方
々
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
解
剖
実
習
を
終
え
て

よ
う
や
く
、
医
師
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
れ

た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
解
剖
実
習
で
得
た

も
の
を
活
か
し
、
一
人
の
医
療
従
事
者
と
し
て

学
び
な
が
ら
成
長
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。


ひ
と
り
ひ
と
り
が

違
う
と
い
う
こ
と

草
刈
　
綾
大

こ
の
度
は
、
千
葉
白
菊
会
の
会
員
の
方
々
、

そ
し
て
ご
献
体
い
た
だ
い
た
ご
遺
体
の
先
生
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に
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
約
三
ヶ
月
に
わ
た

る
解
剖
実
習
を
終
え
て
、
私
は
多
く
の
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
膨
大
な
肉
眼
解
剖
学
の
知
識
以

上
に
、
様
々
な
こ
と
を
習
得
す
る
こ
と
に
な
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
自
分
が
医
学
生
と
し
て
、
引
き

返
す
こ
と
の
で
き
な
い
と
こ
ろ
ま
で
来
た
、
あ

る
意
味
で
は
一
線
を
越
え
た
、
と
い
う
実
感
で

す
。
他
人
の
身
体
に
メ
ス
を
入
れ
、
傷
を
つ
け

る
と
い
う
行
為
は
、
医
師
に
し
か
許
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
ご
遺
体
の
先
生
に
対
し
て
も

同
じ
こ
と
で
す
が
、
私
た
ち
は
今
回
の
実
習

で
、
特
別
に
そ
れ
が
許
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て

い
ま
す
。
献
体
い
た
だ
い
た
先
生
の
身
体
で
学

ば
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
私
た
ち
が
こ
れ
ま

で
医
学
生
と
し
て
様
々
な
こ
と
を
学
ん
で
き
た

こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
知
識
や
技
術
を
身

に
付
け
、
将
来
医
師
と
し
て
人
々
の
た
め
に
な

る
人
間
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
前
提
に
し
た

も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
は
そ
の
期
待
と
責
任
に

応
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
そ
れ
が
ご
遺
体
の

先
生
、
そ
し
て
ご
遺
族
の
皆
様
に
対
す
る
誠
意

と
感
謝
の
示
し
方
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

解
剖
実
習
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
自
分
の

班
の
ご
遺
体
だ
け
で
な
く
、
周
り
の
班
の
ご
遺

体
を
観
察
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
何
度
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
強
く
実
感
し
た
の
は
、
ひ

と
り
ひ
と
り
の
身
体
が
い
か
に
違
っ
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
性
別
に
よ
る
差
だ
け
で

な
く
、
ご
遺
体
の
先
生
の
間
で
、
血
管
の
分
岐

の
違
い
な
ど
身
体
の
構
造
に
個
性
が
あ
る
の
と

同
時
に
、
手
術
を
受
け
た
痕
跡
な
ど
が
あ
る
方

も
い
ま
し
た
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が
歩
ん
で
き
た

人
生
の
違
い
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

て
、
そ
の
と
き
に
私
は
そ
れ
ま
で
以
上
に
、
こ
の

解
剖
実
習
が
、
千
葉
白
菊
会
の
方
々
の
尊
い
精

神
、
そ
し
て
多
く
の
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
、
ご
献

体
い
た
だ
い
た
先
生
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る

の
だ
と
い
う
こ
と
を
強
く
実
感
し
ま
し
た
。

実
習
期
間
中
、
同
級
生
と
、「
身
体
の
構
造

す
ら
個
人
個
人
で
こ
れ
だ
け
の
差
が
あ
れ
ば
、

考
え
方
や
価
値
観
が
ひ
と
り
ひ
と
り
違
う
の
も

当
然
な
気
が
す
る
ね
」、
と
い
う
話
を
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
ヒ
ト
で
も
、
ひ
と
り
ひ

と
り
が
大
き
く
違
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
こ

と
が
、
私
に
と
っ
て
こ
の
解
剖
実
習
を
通
し
て

最
も
強
く
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
実
習

が
終
わ
っ
た
の
ち
、
肉
眼
解
剖
学
の
先
生
か

ら
、
こ
れ
か
ら
医
師
と
な
っ
た
時
に
、「
自
分

と
相
手
は
違
う
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
認
め
る
」
と
い
う
意
味
で
の
「
共
感
」

が
大
切
だ
、
と
い
う
お
話
を
頂
き
ま
し
た
が
、

そ
の
第
一
歩
を
、
こ
の
解
剖
実
習
を
通
し
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

人
体
の
構
造
を
た
だ
学
ぶ
だ
け
な
ら
、
教
科

書
を
読
ん
だ
り
、
模
型
を
観
察
し
た
り
す
る
だ

け
で
い
い
は
ず
で
す
。
で
す
が
、
そ
の
よ
う
に

し
て
学
ん
で
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
違
い
に
気

が
付
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
確
か
に

教
科
書
に
は
、
様
々
な
身
体
の
構
造
に
つ
い

て
、
い
く
つ
か
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
あ
る
こ
と

も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
身
を
も
っ
て
そ
の

こ
と
を
体
感
す
る
こ
と
に
こ
そ
大
き
な
意
義
が

あ
り
、
個
人
の
価
値
観
や
考
え
方
の
違
い
に
ま

で
考
え
が
至
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

実
習
を
通
し
て
、
様
々
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
ひ
と
え
に
ご
献
体
い
た
だ
い

た
ご
遺
体
の
先
生
、
ご
遺
族
や
千
葉
白
菊
会
の

皆
様
の
ご
協
力
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
医
学
生

と
し
て
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
と

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
へ

山
田
　
彩
日

「
本
日
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
ご

遺
体
の
先
生
に
心
の
中
で
お
伝
え
し
、
黙
祷
す

る
こ
と
か
ら
私
の
毎
回
の
実
習
は
始
ま
っ
て
い

ま
し
た
。

一
番
初
め
の
授
業
で
「
解
剖
実
習
へ
の
慣

れ
」
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
と
き
、
自
分
が
自

分
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
恐
ろ
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
初
め
て
の
黙
祷
の
時

に
頭
に
浮
か
ん
だ
こ
の
言
葉
を
、
初
心
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
毎
回
の
実
習
で
お
伝
え
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
こ
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
か
、
実

習
中
は
先
生
が
近
く
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

始
め
の
頃
こ
そ
慣
れ
な
い
実
習
に
戸
惑
う
事

も
あ
り
、
余
裕
の
な
い
日
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
日
を
追
う
に
つ
れ
、
ご
遺
体
の
先
生
の

生
前
の
お
姿
や
暮
ら
し
方
が
想
像
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
私
が
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
先
生
は
、
大
き
な
ご
病
気
で
亡
く

な
っ
た
と
は
伺
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
お
身

体
の
不
調
を
見
つ
け
た
際
に
は
、
日
々
の
生
活

に
ど
ん
な
影
響
が
あ
っ
た
の
か
を
考
え
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

目
の
前
に
い
る
先
生
が
何
を
き
っ
か
け
に
献

体
に
つ
い
て
知
り
、
献
体
を
決
意
さ
れ
た
の
か

を
私
た
ち
は
直
接
知
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
こ
に
確
か
に
存
在
し
た
先
生
の
崇

高
な
意
思
が
、
実
習
に
取
組
む
背
中
を
押
し
て

く
だ
さ
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
実
習
の
中
で
人
の
身
体
の
多
様

性
や
共
通
性
な
ど
、
知
識
の
面
で
習
っ
た
事
も

多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
、
医
師

と
患
者
と
の
関
係
や
接
し
方
、
身
体
を
預
け
て

い
た
だ
け
る
に
足
る
人
間
性
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。　

そ
し
て
、
ご
遺
体
の
先
生
を
棺
に
お
納
め
す

る
際
、
ふ
と
、
先
生
と
同
じ
頃
に
亡
く
な
っ
た

母
方
の
祖
父
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
祖

父
の
病
理
解
剖
を
打
診
さ
れ
た
と
き
、
母
は
一

瞬
逡
巡
し
、「
も
う
十
分
頑
張
り
ま
し
た
か
ら

こ
れ
以
上
は
（
お
断
り
さ
せ
て
く
だ
さ
い
）。」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
当
然
の
気
持
ち
だ
と
思

い
ま
す
。
お
そ
ら
く
ご
遺
体
の
先
生
が
生
前
に

ご
家
族
に
献
体
の
意
思
を
伝
え
た
際
や
、
実
際

に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
際
に
、
同
じ
よ
う
に

不
安
や
当
惑
を
感
じ
た
ご
家
族
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
と
存
じ
ま
す
。
し
か
し
、
ご
家
族
の

ご
協
力
を
無
く
し
て
は
先
生
と
お
会
い
す
る
こ

と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

自
ら
の
ご
遺
体
を
無
条
件
・
無
報
酬
の
も
と

に
医
学
の
た
め
に
ご
提
供
い
た
だ
い
き
、
そ
し

て
私
た
ち
学
生
に
ま
た
と
な
い
貴
重
な
経
験
を

与
え
て
く
だ
さ
っ
た
ご
遺
体
の
先
生
と
、
ご
理

解
い
た
だ
い
た
ご
家
族
の
皆
様
、
そ
し
て
白
菊

会
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と
の
多
い
未
熟
な
身
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
実
習
で
学
ん
だ
知
識
と
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ご
遺
体

の
先
生
へ
。
も
し
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
こ
れ
か
ら

も
見
守
っ
て
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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看
護
学
部
学
生
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
　


た
っ
た
ひ
と
つ
の
か
け
が
え
の

な
い
命
に
寄
り
添
う
こ
と財

津
　
香
絵

人
体
解
剖
見
学
を
始
め
る
前
に
、
全
員
で
黙

と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
お
一
人
お
一

人
の
ご
遺
体
は
か
け
が
え
の
な
い
た
っ
た
ひ
と

つ
の
命
で
、
ご
家
族
の
方
々
の
同
意
が
あ
っ
て

は
じ
め
て
解
剖
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
ご
献
体
く

だ
さ
っ
た
ご
本
人
と
ご
家
族
の
お
気
持
ち
に
沿

え
る
よ
う
、
学
び
成
長
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。
同
時
に
、
私
た
ち
が
医
療
者

に
な
っ
た
時
に
接
す
る
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り

も
、
か
け
が
え
の
な
い
た
っ
た
ひ
と
つ
の
命
で

あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
教
え
ら
れ

た
気
が
し
ま
す
。

私
は
、
解
剖
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
人

体
の
構
造
を
立
体
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
が
、
一
番
の
学
び
で
あ
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
触
診
、
打
診
、
聴
診
す
る
場
所
、
針

を
刺
す
場
所
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
構
造

に
な
っ
て
い
る
の
か
、
教
科
書
や
画
像
を
も
と

に
し
て
自
分
が
思
い
描
い
た
平
面
の
イ
メ
ー
ジ

と
は
違
っ
て
、
立
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
臓
器
と
臓
器
が
重
な
り
合
っ
て

い
る
箇
所
や
、
側
面
や
背
面
か
ら
ど
れ
く
ら
い

の
距
離
に
臓
器
が
位
置
す
る
の
か
を
実
際
に
目

で
見
て
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
臓
器

だ
け
で
な
く
、
皮
下
脂
肪
、
筋
肉
、
腱
、
骨
、

神
経
や
血
管
が
全
身
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
そ
の
す
べ
て
の
機
能
が
そ
の
働
き
を
全

う
で
き
て
い
る
状
態
が
健
康
な
状
態
で
あ
る
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
ご
遺
体
の
先
生
は
、
両
脚
の
膝
に
人
工

膝
関
節
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
先
生
の
脚

の
筋
肉
、
臀
部
の
筋
肉
は
ど
の
部
分
に
も
張
り

が
あ
り
発
達
し
て
い
ま
し
た
。
説
明
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
整
形
外
科
の
先
生
が
、「
こ
の
先
生

は
、
ご
自
身
が
献
体
に
な
る
か
ら
最
期
ま
で
元

気
で
い
た
い
、
と
思
っ
て
運
動
さ
れ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
人
の
身
体
に
は
、
そ
の
人
の
生
き
方
が

現
れ
る
も
の
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
私
は

医
療
者
に
な
っ
た
時
、
人
々
の
身
体
を
看
て
、

そ
の
人
の
生
き
方
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
看
護
に
お
い
て
患
者
に

寄
り
添
う
と
は
、
そ
の
人
の
生
き
方
、
価
値
観
、

意
思
に
寄
り
添
う
こ
と
が
含
ま
れ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
、
身
体
を
通
し
て
理
解
し
、

よ
り
良
い
看
護
実
践
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。


解
剖
見
学
を
終
え
て

山
㟢
　
遥
菜

千
葉
白
菊
会
の
皆
様
、
今
回
は
千
葉
大
学
の

解
剖
実
習
、
解
剖
見
学
に
あ
た
り
、
ご
献
体
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

今
回
私
は
、
物
心
つ
い
て
か
ら
初
め
て
ご
遺

体
を
目
の
前
に
し
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
一

歳
の
こ
ろ
に
祖
父
を
亡
く
し
て
お
り
、
葬
式
に

は
参
加
し
て
い
る
た
め
ご
遺
体
を
見
た
こ
と
は

あ
る
の
で
す
が
、
記
憶
に
は
残
ら
ず
過
ご
し
て

き
ま
し
た
。
形
態
機
能
学
実
習
の
授
業
で
解
剖

見
学
が
あ
る
と
い
う
の
を
知
り
、
初
め
て
ヒ
ト

の
ご
遺
体
を
目
の
前
に
す
る
と
い
う
こ
と
へ
の

緊
張
感
と
、
ヒ
ト
の
構
造
を
肌
で
実
感
で
き
る

こ
と
へ
の
好
奇
心
が
せ
め
ぎ
合
っ
て
、
複
雑
な
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感
情
を
抱
い
て

い
ま
し
た
。

い
ざ
人
体
を

実
際
に
観
察

す
る
と
、
教
員

の
先
生
が
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た

よ
う
に
、
そ
れ

ま
で
教
科
書
の

図
や
イ
ラ
ス
ト

で
学
ん
だ
構
造

や
、
学
ん
だ
こ

と
に
よ
っ
て
自

分
の
中
に
持
っ

て
い
た
イ
メ
ー

ジ
と
は
全
く
異

な
る
も
の
で
し
た
。
す
べ
て
の
部
位
、
臓
器
、
構

造
一
つ
一
つ
が
つ
な
が
っ
て
お
り
、
ヒ
ト
の
生

命
を
つ
な
ぐ
う
え
で
重
要
な
働
き
を
し
て
い
る

こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
動
脈
は
と
て
も
太

く
、
全
身
へ
十
分
な
血
液
を
循
環
さ
せ
て
い
る

こ
と
を
視
覚
や
触
覚
か
ら
十
分
に
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
尿
管
が
思
っ
て
い

た
何
倍
も
細
く
、
尿
路
結
石
が
い
か
に
危
険
な

も
の
な
の
か
容
易
に
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
授
業
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方

も
、「
看
護
師
で
こ
の
臓
器
を
触
れ
る
機
会
は

め
っ
た
に
な
い
よ
」
と
お
話
し
し
て
く
だ
さ
り
、

本
当
に
貴
重
な
経
験
を
し
て
い
る
と
い
う
の
を

実
感
し
ま
し
た
。
教
科
書
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で

き
な
い
現
実
味
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
人
体

を
立
体
像
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
一
方

で
、
自
分
自
身
の
知
識
不
足
も
強
く
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
今
ま
で
試
験
を
乗
り
越
え
る
こ
と
を

第
一
優
先
で
勉
学
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と

を
、
強
く
後
悔
す
る
時
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

先
生
方
か
ら
臓
器
や
細
か
い
疾
患
に
関
す
る
お

話
を
聴
く
中
で
、
看
護
を
提
供
す
る
う
え
で
は

患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
体
の
内
部
で
起
き
て

い
る
こ
と
を
、
構
造
ま
で
想
像
し
て
理
解
で
き

る
状
態
で
な
い
と
、
患
者
さ
ん
の
全
体
像
を
と

ら
え
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
※
す
る
こ
と
は
、
不
可

能
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
今
回
の
経
験
を
通

し
て
、
今
後
は
よ
り
一
層
気
を
引
き
締
め
て
勉

学
に
励
む
必
要
性
を
肌
で
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
夏
に
行
わ
れ
る
基
盤
実
習
を
は
じ

め
、
多
く
の
実
習
を
通
し
て
多
く
の
患
者
さ
ん

と
実
際
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

教
科
書
に
あ
る
文
字
や
図
を
た
だ
読
ん
で
い
く

だ
け
で
な
く
、
立
体
的
に
構
造
を
想
像
し
、
患

者
さ
ん
の
体
の
中
で
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
て
い

る
の
か
、
ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ

る
の
か
を
常
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
勉
強
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

解
剖
見
学
で
学
ん
だ
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を

絶
対
に
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
患

者
さ
ん
へ
適
切
な
看
護
を
提
供
し
て
い
く
こ
と

の
で
き
る
立
派
な
看
護
師
に
な
り
ま
す
。
最
後

と
な
り
ま
す
が
、
献
体
と
し
て
自
ら
を
捧
げ
、

貴
重
な
経
験
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
ご
遺
体
の

先
生
方
、
お
よ
び
献
体
に
同
意
し
て
く
だ
さ
っ

た
ご
家
族
の
皆
様
へ
、
心
か
ら
の
敬
意
を
示
し

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

※ 

ア
セ
ス
メ
ン
ト
…
…
本
人
が
訴
え
る
症
状

と
検
査
デ
ー
タ
等
を
理
論
的
に
分
析
し
、

優
先
度
を
つ
け
る
こ
と


私
の
転
機

森
　
あ
さ
ひ

私
は
な
ぜ
か
小
さ
い
頃
か
ら
人
体
の
構
造
に

興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
小
、
中
、
高
校
と
人
体

に
つ
い
て
扱
っ
た
授
業
が
行
わ
れ
れ
ば
、
恥
ず
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か
し
い
話
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ほ
か
の
分
野
と

は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ぐ
ら
い
意
欲
的
に
勉
学

に
励
ん
だ
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
興
味
を
ど

う
に
か
活
か
せ
な
い
も
の
か
と
考
え
た
末
に
看

護
に
た
ど
り
着
き
、
晴
れ
て
そ
の
卵
に
な
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
う
し
て
人
体
に
関
す
る

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
る
た
め
の
勉
強
が
始

ま
っ
た
訳
で
す
が
、
一
年
と
少
し
専
門
的
な
知

識
を
齧
っ
た
だ
け
の
未
熟
な
私
に
と
っ
て
、
ご

遺
体
の
先
生
方
の
姿
は
未
知
の
も
の
、
と
い
っ

た
感
じ
が
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
何
よ
り
も
興

味
を
持
っ
て
勉
強
し
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
ま

る
で
初
め
て
そ
の
概
念
に
触
れ
た
よ
う
な
感
覚

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
ま
で
私
は
作
り

物
や
平
面
上
の
虚
像
に
し
か
触
れ
て
こ
な
か
っ

た
も
の
で
す
か
ら
、
生
き
た
証
と
し
て
存
在
す

る
本
当
の
ご
遺
体
に
驚
き
や
更
な
る
興
味
を
感

じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
本
物
に
触
れ

た
と
い
う
実
感
が
、
自
身
の
大
切
な
財
産
に

な
っ
た
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

私
た
ち
が
大
学
を
卒
業
し
、
相
手
に
す
る
の

は
実
際
の
患
者
さ
ん
で
す
。
し
か
し
、
教
育
を

受
け
る
段
階
で
は
、
な
か
な
か
実
際
の
患
者
さ

ん
に
触
れ
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。
演
習
を
し

て
い
て
も
相
手
役
は
顔
見
知
り
の
友
達
な
も
の

で
す
か
ら
、
必
要
な
緊
張
感
と
い
う
も
の
が
今

ま
で
欠
け
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
今
回
先
生
方
の
体
に
触
れ
て
感
じ
る
、
学

ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
私
に
緊
張
感
を
覚
え
さ
せ

て
く
れ
た
本
当
に
あ
り
が
た
い
機
会
だ
っ
た
の

で
す
。
ま
た
そ
れ
と
同
時
に
、
私
は
医
療
者
と

し
て
現
場
に
立
つ
人
間
に
な
る
の
だ
と
い
う
こ

と
を
再
認
識
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
献
体
」
と
い
う
言
葉
は
、「
体
を
献
げ
る
」

と
書
き
ま
す
。
献
げ
る
と
い
う
の
は
、
目
上
の

人
や
神
に
物
を
差
し
上
げ
る
と
い
う
意
味
だ
そ

う
で
す
。
先
生
方
は
、
私
た
ち
学
生
の
教
育
の

た
め
に
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
私
た
ち
は
神
で
も
先
生
方
か
ら
見
て
目
上

の
人
間
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の
に
、
ど

う
し
て
「
献
体
」
と
書
く
の
か
。
私
は
こ
の
こ

と
に
関
し
て
、
私
た
ち
学
生
の
将
来
に
数
え
き

れ
な
い
ほ
ど
の
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
可
能
性

に
価
値
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
う
の
で
す
。
立
場

の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
の
目
指
す

世
界
に
は
き
っ
と
ま
だ
開
け
ら
れ
て
い
な
い
、
け

れ
ど
開
け
ら
れ
る
べ
き
無
数
の
扉
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
扉
を
開
け
ら
れ
る
可
能
性
を
、
私
た
ち
学

生
は
秘
め
て
い
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
か
ら
に
は
、
そ
し
て

先
生
方
に
背
中
を
押
し
て
い
た
だ
い
た
か
ら
に

は
、
怠
け
て
は
い
ら
れ
な
い
と
思
う
の
で
す
。

先
生
方
か
ら
い
た
だ
い
た
こ
の
経
験
を
、
自

分
の
内
に
し
ま
っ
て
お
く
だ
け
で
は
、
献
体
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
て
あ
ま
り
に
も
薄

情
な
よ
う
に
思
い
ま
す
。
最
大
限
の
感
謝
に
す

る
た
め
に
、
先
生
方
の
想
い
が
ほ
ん
の
少
し
で

も
無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

い
た
だ
い
た
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
自
分
に
活
か

す
こ
と
が
第
一
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
十
分

に
活
か
せ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
の
勉
学
に
よ
り

一
層
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
回
こ
の

よ
う
な
機
会

を
く
だ
さ
っ

た
千
葉
白
菊

会
の
方
々
、
ご

遺
体
の
先
生

方
、
そ
の
ほ

か
関
係
者
の

方
々
、
貴
重

な
経
験
を
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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解
剖
慰
霊
祭
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
ご
遺
族
様

か
ら
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ご
献
体
い
た
だ
い
た
故
人
様
と
ご
協
力
い
た

だ
い
た
ご
遺
族
様
に
は
、
重
ね
て
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

匿
名
希
望

最
愛
の
妻
の
遺
体
を
献
体
に
供
し
ま
し
た
。

彼
女
の
生
前
に
話
し
合
い
、
承
諾
も
得
て
お

り
ま
し
た
が
、
い
ざ
遺
体
を
献
体
す
る
段
に

は
、
や
は
り
躊
躇
す
る
も
の
が
無
か
っ
た
と
言

え
ば
嘘
に
な
り
ま
す
。

私
は
長
く
医
療
用
画
像
診
断
装
置
メ
ー
カ
ー

に
勤
務
し
、
そ
の
製
品
を
海
外
の
納
入
先
の
病

院
に
、
設
置
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
操
作
指
導
の

た
め
に
訪
問
し
、
機
器
を
操
作
す
る
技
師
・
医

師
の
意
見
や
希
望
を
自
社
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
業
務
に
就
い
て
い
ま
し
た
。
画
像
処
理
技

術
の
進
歩
は
目
覚
ま
し
く
、
そ
の
ハ
ー
ド
、
ソ

フ
ト
両
面
か
ら
の
発
展
で
、
素
晴
ら
し
い
画
像

を
提
供
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
画
像
は
い
か
に
鮮
明
で
も
、
あ

く
ま
で
二
次
元
、
あ
る
い
は
三
次
元
の
「
画

像
」
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
臓
器
の
重
さ
、
柔

ら
か
さ
や
色
合
い
な
ど
や
、
隠
れ
た
患
部
の
情

報
取
得
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
や
は
り
人
体

そ
の
も
の
を
解
剖
し
て
、
実
際
の
臓
器
や
患
部

を
肉
眼
で
、
あ
る
い
は
手
に
取
っ
て
感
じ
な
く

て
は
、
真
の
実
態
情
報
は
把
握
出
来
ま
せ
ん
。

こ
の
正
確
な
実
態
情
報
の
把
握
は
、
現
場
で

疾
患
の
治
療
や
研
究
に
当
た
る
医
師
た
ち
の
必

須
条
件
で
す
。
そ
の
意
味
で
、
献
体
は
重
要
と

い
う
哲
学
を
、
業
務
を
通
し
て
得
て
い
た
次

第
。
こ
の
私
の
意
見
に
、
故
人
も
生
前
賛
同
し

て
く
れ
た
の
で
す
。
も
し
故
人
に
魂
が
あ
る
の

な
ら
、
遺
体
を
献
体
に
供
し
た
行
為
を
理
解

し
、
賞
賛
し
て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

医
学
の
進
歩
を
目
指
す
先
生
方
、
ど
う
か
我

が
愛
す
る
妻
の
献
体
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
、

有
効
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
切
に
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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深
山
　
ゆ
か
り 

様

両
親
が
六
十
代
の
頃
に
、「
自
分
た
ち
の
最

後
を
ど
う
す
る
か
？
」
に
つ
い
て
の
相
談
を
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
両
親
そ
ろ
っ
て
の
意
見

で
「
献
体
へ
出
し
て
ほ
し
い
」
と
の
こ
と
で
、

登
録
の
た
め
の
用
紙
に
サ
イ
ン
と
捺
印
を
し
て

欲
し
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
は
人
間
の

死
に
つ
い
て
深
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
私
に

と
っ
て
は
、
死
に
つ
い
て
準
備
を
す
る
の
は
早

す
ぎ
る
の
で
は
？
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
元
気

で
過
ご
し
て
い
る
両
親
か
ら
は
死
ぬ
こ
と
の
想

像
が
出
来
ず
、
す
ぐ
に
サ
イ
ン
す
る
に
は
と
ま

ど
い
が
あ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
両
親
が
「
献
体
」
を
自
分
た
ち
の

最
後
の
選
択
に
し
た
の
は
、「
人
と
し
て
最
後

に
誰
か
の
役
に
立
つ
こ
と
が
出
来
る
の
な
ら

ば
、
自
分
た
ち
の
身
体
を
使
っ
て
欲
し
い
。
こ

れ
か
ら
の
医
学
の
発
展
と
医
療
に
携
わ
る
若
い

人
た
ち
の
役
に
立
つ
の
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な

選
択
が
あ
っ
て
も
良
い
と
思
う
。」
こ
れ
が
両

親
の
終
わ
り
方
の
考
え
で
し
た
。

自
分
た
ち
の
死
に
つ
い
て
、
深
く
考
え
る
こ

と
は
な
か
な
か
無
い
こ
と
で
す
。
死
が
近
く

な
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
自
分
の
人
生
を
振
り
返

り
、
最
後
を
ど
う
す
る
か
、
ど
う
な
る
か
を

考
え
る
も
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
の
で
す

が
、
こ
う
し
て
両
親
が
元
気
な
う
ち
に
、
人
間

の
最
後
、
家
族
と
し
て
親
の
最
後
を
ど
う
し
た

い
か
に
つ
い
て
話
し
合
え
た
こ
と
は
、
今
と

な
っ
て
は
大
変
良
い
機
会
だ
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
父
も
母
も
最
後
の
選
択
が
決
ま
っ
て
い

た
の
で
、
家
族
と
し
て
も
、
迷
う
こ
と
な
く
送

り
出
す
心
の
準
備
も
出
来
て
、
と
て
も
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
人
の
死
に
つ
い
て
話
す
こ
と

な
ど
、
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
固
定
観
念
が

あ
り
ま
す
が
、
家
族
と
し
て
は
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
あ
り
、
親
の
気
持
ち
を
元
気
な
う
ち
に

聞
く
こ
と
、
家
族
と
し
て
受
け
止
め
る
こ
と
な

ど
、「
親
の
出
来
る
最
後
の
生
き
た
教
育
」
を

し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
解
剖
慰
霊
祭
で
は
医
学
を
学
ぶ
学

生
の
姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
ま
た
敬
意
と
哀

悼
の
意
を
払
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
人
の
痛
み
の
分
か
る
、
地
域
医

療
、
ま
た
国
内
、
外
に
て
活
躍
出
来
る
医
療
者

が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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令
和
五
年 �

六
月
三
日　

第
九
十
六
回
千
葉
大
学
医
学
部
解

剖
慰
霊
祭
に
参
列

八
月
六
日　
「
令
和
五
年
度 
献
体
の
集
い
」
を

八
千
代
市
・
勝
田
台
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
、

千
葉
大
学
医
学
部
と
共
催

九
月
二
十
二
日　

秋
の
彼
岸
供
養
参
列　

十
月
六
日　

解
剖
実
習
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
出
席

令
和
六
年 �

一
月
二
十
四
日　

納
棺
式
後
の
献
体
の
碑
献
花

式
に
参
列

三
月
二
十
七
日　

献
体
の
碑
名
簿
奉
納
式
執
行

解剖実習ガイダンスにおける大澤前会長

献花式における青柳副会長（当時）

大澤前会長による献体者の名簿奉納

令
和
五
年
度

令
和
五
年
度

千
葉
白
菊
会
活
動
報
告

千
葉
白
菊
会
活
動
報
告

千葉大学医学部では献体登録者を
募集しています。献体に興味があ
る方は、千葉白菊会までお問合せ
ください。

千葉白菊会ホームページ

https://www.m.chiba-u.jp/dept/shiragikukai/

電　話　043－226－2988
　　　　（月～金の９時から16時まで）
メール　shiragiku@chiba-u.jp
郵　便　�〒260-8670�

千葉市中央区亥鼻1－8－1�
千葉大学医学部内

お疲れ様でしたお疲れ様でした

左より小宮山教授　大澤前会長　森千里 医学部教授

　
二
〇
一
〇
年
よ
り
十
四
年
間

の
長
き
に
渡
り
千
葉
白
菊
会
会

長
を
務
め
た
大
澤
國
昭
氏
が
、

令
和
五
年
度
を
も
っ
て
勇
退
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
千
葉
大
学

の
解
剖
学
教
育
を
長
年
担
当
さ

れ
た
小
宮
山
政
敏 

看
護
学
部

教
授
が
、
こ
の
ほ
ど
定
年
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。
献
体
運
動
を

支
え
、
ま
た
多
く
の
医
師
・
医

療
者
を
世
に
送
り
出
し
た
ご
功

績
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。�
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令
和
五
年
度
に
入
会
さ
れ
た
方
は
、
百
六
十
一

名
の
多
く
を
数
え
ま
し
た
。
そ
の
方
た
ち
の
中

か
ら
、
入
会
の
決
意
表
明
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

　

❖
こ
れ
か
ら
助
か
る
命
の
た
め

千
葉
市
稲
毛
区　

中
島
　
恵
美
子 
様

初
め
て
献
体
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
義
母

の
知
り
合
い
の
方
が
亡
く
な
り
、
献
体
を
さ
れ

て
い
た
と
聞
い
た
時
で
、
二
十
代
後
半
の
頃
で

し
た
が
、
そ
の
時
は
あ
ま
り
深
く
考
え
る
こ
と

も
な
く
、
忘
れ
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
の
秋
に
甲
状
腺
の
手
術
を
受
け
、
入
院
中

に
献
体
の
掲
示
を
見
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
ま

た
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
て
も
信
頼

で
き
る
先
生
に
担
当
し
て
い
た
だ
け
て
、
自
分

で
も
不
思
議
な
ほ
ど
手
術
に
対
す
る
不
安
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
先
生
方
や
、
医
師
を
目
指
し
て

い
る
学
生
さ
ん
達
が
技
術
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
は
、
実
際
に
人
体
で
の
練
習
を
重
ね
る
こ
と

も
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
私
も
助
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
助
か
る
命
の
た
め

に
も
役
に
立
て
る
の
で
あ
れ
ば
と
い
う
思
い
か

ら
、
献
体
を
希
望
し
ま
し
た
。

　
◇
死
後
に
社
会
貢
献
が
出
来
る

千
葉
市
花
見
川
区　

中
川
　
俊
雄 

様

年
齢
も
七
十
三
才
と
な
り
、
終
活
に
関
す
る

本
を
読
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
あ
る
本
に
死
後
に

社
会
貢
献
が
出
来
る
方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て

医
学
部
へ
の
「
献
体
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

「
献
体
運
動
」
を
推
進
し
て
い
て
、
医
師
や
医

学
生
の
研
究
、
学
習
用
に
遺
体
の
提
供
を
呼
び

掛
け
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

こ
の
年
齢
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
病
気
や
ケ

ガ
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
が
、
医
療
機
関
の

方
々
の
お
か
げ
で
全
て
克
服
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
し
か
し
世
の
中
に
は
、
ま
だ
ま
だ
難

病
や
不
治
の
病
に
侵
さ
れ
て
苦
し
ん
で
い
る

方
々
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
医
師

や
医
学
生
の
方
々
の
研
究
、
勉
学
の
向
上
に
寄

与
し
、
こ
う
し
た
病
の
絶
滅
に
自
分
の
身
体
が

お
役
に
立
て
ば
、
こ
の
上
な
い
喜
び
を
得
ら
れ

る
と
考
え
、
献
体
を
希
望
し
ま
し
た
。

　
◇
健
康
で
平
和
で
幸
せ
な
未
来
を

船
橋
市　

大
久
保
　
美
枝
子 

様

私
自
身
、
亡
き
両
親
か
ら
丈
夫
な
身
体
を
授

か
り
、
そ
し
て
今
ま
で
波
乱
万
丈
、
辛
く
絶
望

の
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
振
り
返
れ
ば
楽
し

か
っ
た
こ
と
ば
か
り
が
思
い
出
さ
れ
、
私
と
し

て
は
幸
せ
な
良
い
人
生
を
過
ご
さ
せ
て
頂
い
た

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
し
ば
ら
く
は
元
気
で
い
る
つ
も
り
で
す

が
、
自
分
の
意
思
を
表
明
で
き
る
う
ち
に
と
思

い
、
最
後
の
時
は
社
会
へ
の
お
礼
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
将
来
の
た
め
、
勉
学
に
励
ん
で
い
る

若
い
医
学
生
た
ち
の
お
役
に
立
て
る
な
ら
と
、

献
体
登
録
を
希
望
致
し
ま
し
た
。

今
年
七
十
歳
に
な
り
、
身
内
や
知
人
の
訃
報

も
多
く
な
り
、
自
分
の
死
後
を
考
え
る
機
会
に

も
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
医
学
が
発

達
し
、
子
供
た
ち
、
孫
た
ち
の
未
来
が
健
康
で

平
和
で
幸
せ
な
未
来
で
あ
る
よ
う
、
心
か
ら
祈

る
ば
か
り
で
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

ー

私
と
献
体

私
と
献
体

ー
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❖
若
き
諸
先
生
方
へ

千
葉
市
美
浜
区　

穴
原
　
博 

様

今
日
ま
で
人
生
七
十
五
年
の
間
、
世
の
為
人

の
為
に
然
し
た
る
功
績
も
な
く
、
私
益
の
み
の

人
生
で
あ
り
ま
し
た
。
死
に
際
し
、
た
だ
火
葬

に
す
る
事
の
無
意
味
さ
を
思
い
、
こ
の
身
を
若

き
医
学
生
の
為
に
有
効
に
し
て
頂
く
事
で
、
有

意
義
な
ら
ん
事
を
切
に
願
い
決
意
し
ま
し
た
。

〜 

中
略 

〜

そ
し
て
、
こ
の
献
体
を
妻
、
長
女
、
長
男
の

三
人
の
心
よ
り
の
賛
同
を
受
け
ら
れ
た
事
、
有

難
く
感
謝
し
ま
す
。
さ
ら
に
元
千
葉
医
科
大
学

学
長 

小
池
敬
事
先
生
の
第
一
解
剖
学
教
室
の
門

下
生
で
あ
っ
た
小
生
の
父
・
政
男
陸
軍
軍
医
並

び
に
祖
父
・
万
平
陸
軍
軍
医
も
共
に
あ
っ
ぱ
れ

と
あ
の
世
で
出
迎
え
て
く
れ
る
事
と
思
い
ま
す
。

令
和
五
年
四
月
十
二
日
現
在 

七
十
五
才　

献
体
候
補
者 　

穴
原　

博　

昭
和
二
十
三
年
九
月
四
日
生　

若
き
諸
先
生
方

御
存
分
に
。

　

❖
１
ミ
リ
で
も
お
役
に
立
て
た
ら

山
武
市　

髙
松
　
鐵
郎 

様

生
老
病
死　

人
生
に
は
必
ず
訪
れ
る
死　

今
の
私
も
例
外
で
は
な
く
、
そ
の
一
歩
手
前

に
あ
り
ま
す
。
我
が
人
生
を
振
り
返
る
時
、
自

分
は
社
会
の
為
何
を
し
た
の
か
…
…
と
も
す
れ

ば
、
自
分
の
事
で
一
杯
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
日
々
の
中
、
新
聞
の
コ
ラ
ム
に
献
体

が
不
足
し
て
い
る
旨
書
か
れ
た
記
事
が
目
に
と

ま
り
、
こ
れ
だ
‼
と
応
募

し
た
次
第
で
す
。
１
ミ
リ
で

も
お
役
に
立
て
た
ら
、
幸

甚
に
存
じ
ま
す
。

　
（
令
和
六
年
一
月
二
十
七

日
成
願
さ
れ
ま
し
た
）

ー

会
員
か
ら
の
お
便
り

会
員
か
ら
の
お
便
り

ー

千
葉
市
若
葉
区　

富
田
　
正
一 

様

何
時
も
私
達
会
員
の
事
、
お
気
遣
い
頂
き
有

難
く
思
っ
て
い
ま
す
。
お
か
げ
様
で
、
先
々
の

事
を
考
え
ず
に
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
今

八
十
五
才
で
す
が
ま
だ
元
気
に
外
出
出
来
る
事

を
喜
ば
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

先
日
、
四
年
ぶ
り
に
白
菊
会
の
勝
田
台
に
出

席
し
ま
し
た
が
、
私
よ
り
年
上
の
方
は
、
少
な

く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

今
後
共
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
網
白
里
市　

連
　
光
代 

様

私
達
の
老
人
会
に
、
市
の
包
括
セ
ン
タ
ー
の

職
員
の
方
が
来
て
下
さ
り
、
色
々
と
勉
強
し
て

居
り
ま
す
が
、
今
回
献
体
の
お
話
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
の
で
、
私
は
五
年
前
に
息
子
達
と

話
し
合
っ
て
献
体
の
了
解
を
得
て
い
ま
し
た
の

で
、
職
員
の
方
に
お
話
し
を
し
ま
し
た
ら
、
千

葉
大
は
千
葉
白
菊
会
に
入
会
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
、
す
ぐ
に
電
話
番
号
を
調

べ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

帰
宅
し
て
か
ら
お
電
話
を
し
て
、
書
類
を

送
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
の
で
、
息
子
達
に
送
っ

て
署
名
・
捺
印
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
無
事
に

書
類
を
返
送
し
て
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
会
報

五
十
九
号
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
色
々
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
う
御

座
い
ま
し
た
。



白菊の広場

お　知　ら　せ
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千
葉
市
若
葉
区　

飛
世
　
洋
子 

様

昨
年
入
院
中
に
親
友
の
死
を
知
り
ま
し
た

誰
も
が
一
度
だ
け
体
験
す
る
運
命
で
す
が
…
…

多
分
、
当
人
よ
り
も
辛
い
事
で
し
ょ
う

皆
様
も
ど
う
ぞ

ご
自
愛
な
さ
っ
て
下
さ
い

　
　

天
国
に
住
所
が
あ
っ
た
ら

北
の
野
原
に
咲
く
ス
ズ
ラ
ン
の
花
送
り
ま
す

無
邪
気
で
お
茶
目
な
そ
の
姿

眞
赤
な
ル
ー
ジ
ュ
を
添
え
て

夏
空
の
下
、
香
し
き
穂
に
か
み
つ
い
て

は
じ
け
た
笑
顔
、
満
面
に

一
緒
に
か
じ
っ
た
黄
色
い
ト
ー
キ
ビ

懐
か
し
い
古
里
、
十
勝
川

母
な
る
大
地
を
流
れ
て
太
平
洋

銀
色
に
踊
る
秋
味
送
り
ま
す

北
国
の
し
ば
れ
る
冬
の
訪
れ
に

ぬ
れ
た
セ
ー
タ
ー
に
涙
し
た

あ
な
た
の
好
き
だ
っ
た

眞
赤
な
コ
ー
ト
送
り
ま
す

　

天
国
に
住
所
が
あ
っ
た
ら

船
橋
市　

的
場
　
佐
次
郎 

様

●�転居された場合は、必ず千葉白菊会までお知らせください。毎年、住所不明の方が多
数出て困っております。万一の時の連絡者の方に変更があった場合も同様です。

　電　話　043－226－2988（月～金の９時から16時まで）
　メール　shiragiku@chiba-u.jp
　郵　便　〒260－8670 千葉市中央区亥鼻１－８－１ 千葉大学医学部内

●�「2025年版献体手帳」をご希望の方は、登録番号 氏名 住所を明記のうえ、ハガキか
お手紙をお送りください（ホームページ内から申込用紙を印刷することもできます）。



Q & A

Ｑ　献体をするときのご遺体に何を着せたらいいですか？また、棺は必要ですか？
Ａ　特に決まりはございませんので、普段の寝間着等でお送りください。お棺はご準備いただいても、移送
の際お引き取り出来ませんので必要ございません。

Ｑ　献体後、遺体との対面は可能ですか？
Ａ　申し訳ありませんが、大学への移送後はご遠慮頂いております。

Ｑ　遺骨が返還されるまでの期間はどれくらいですか？
Ａ　ご遺体をお預かりしてからおよそ２～３年、お待ちいただいております。ただし、解剖の目的によって
は、１年前後で解剖が終了することもあります。ご遺骨は、千葉大学の「解剖慰霊祭」におけるご遺骨
返還式にてお返しいたします。解剖終了後、ご遺骨返還の目途がつきましたら大学より連絡いたします
ので、慰霊祭前のご返還も可能です。

Ｑ　大学まで遺骨を引き取りに行くことが困難なのですが。 
Ａ　ご遺骨は、日本郵便のゆうパックでのみ郵送が可能です。ご依頼いただければ郵送いたしますので、千
葉大学亥鼻地区事務部総務課総務第一係（043-222-7171 内線5017）までご連絡ください。

Ｑ　献体後、遺骨を大学でずっと預かってもらえますか？
Ａ　ご遺骨の保管場所がないため、必ず返還させていただいております。

Ｑ　遺骨を灰にして返してもらえませんか？
Ａ　ご遺体は火葬後千葉市斎場の取り決めにより、ご遺骨の状態にてお返ししております。一度骨壺（高さ
24.5㎝×幅21.0㎝）に納骨されたご遺骨を、あらためて粉骨作業を行って散骨などをする葬儀社もござ
いますので、そういった葬儀社へご相談ください。

Ｑ　返還される遺骨に他人の遺骨が混じることはありませんか。
Ａ　解剖実習は初めから終わりまで同じご遺体を同じ学生が担当し、他のご遺体と混ざることはありませ
ん。実習は指導教授のもとで終始真剣に整然と実施されており、学生の皆さんは感謝の念を込めて丁重
にご遺体に接しています。また、医師が解剖する場合においても、他のご遺体と混ざることは無いよう
なルールで実施しています。

　　 　解剖の終わったご遺体は一体毎にお棺に納められて火葬に付されますので、他のご遺骨が混ざること
は絶対に起こりません。どうかご安心ください。

Ｑ　解剖後の供養はどうされていますか。
Ａ　千葉大学医学部主催で、「解剖慰霊祭」が毎年６月頃に無宗教で実施されます。ご遺族の方々のほかに、
千葉白菊会々員、医学部・附属病院等の関係職員、医学部・看護学部の学生等の参列のもと、一人ひと
りが祭壇に白菊の花を捧げ霊を弔っております。また、千葉大学医学部の霊堂が千葉市の千葉寺にあり、
毎年春秋の彼岸に医学部関係者や千葉白菊会役員等がお参りしています。

Ｑ　献体登録者が旅先や県外の病院で死亡した場合、献体できますか。
Ａ　まずは千葉大学献体受付専用番号：043-226-2504（千葉大学医学部献体活動協力事業者 サンセルモ玉泉
院）へご連絡ください。いつどこで天寿を全うされるか、誰にもわかりません。その意味からも、いつ
も献体登録証（小）をご携帯いただきたいと思います。
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Q & A

献体について（ Ｑ ＆ Ａ ）
ご質問は → 千葉大学亥鼻地区事務部総務課総務第一係 献体担当（０４３－２２６－２９８８）

Ｑ　住所や連絡者が変わったらどうすればよいですか？
Ａ　住所だけでなく、電話番号や会員証（小）の裏面にある縁故者（連絡者）等の変更がある場合、でき
るだけ早く 千葉大学亥鼻地区事務部総務課 総務第一係献体担当 にご連絡下さい（043-226-2988 月～金 
９時～16時※祝日は除く）。また、献体登録証を紛失された方も再発行いたしますのでご連絡ください。

Ｑ　千葉県外へ転居したらどうなりますか？
Ａ　千葉大学では、ご遺体のお迎え可能地域を千葉県内とさせていただいております。県外へ転居された場
合は、千葉大学亥鼻地区事務部総務課 総務第一係 献体担当 へご連絡願います。登録の継続ができない
場合は、登録取消のお手続き、あるいは転居先地域の献体登録団体の問い合わせ先をご案内いたします。
また、県外の病院等でお亡くなりになった場合は、ご遺体のお迎えができないことがございます。 

Ｑ　登録後、状況や心境の変化により登録を取り消すことができますか？
Ａ　もちろん、ご本人の意思により登録の取り消しは自由に出来ます。千葉大学亥鼻地区事務部総務課 総
務第一係 献体担当に取消願をご請求いただくか、氏名、献体登録番号、取消理由を記入し（書式は問
いません）、献体登録証（小）を同封のうえ郵送にてお届けください。献体登録証紛失の場合は、紛失
の旨ご記入いただければ結構です。なお、ご本人による書面での意思確認が必要なため、お電話のみで
の受付はできません。

Ｑ　献体登録者が死亡したとき、どうすればよいですか？
Ａ　まず、できるだけ早く千葉大学献体受付専用番号：043-226-2504（千葉大学医学部献体活動協力事業者 
サンセルモ玉泉院）へ連絡してください。365日・24時間受付しております。ご連絡頂いた際に、お迎
えの日時を相談いたします。

Ｑ　遺体はいつまでに大学に引き渡せば良いですか？
Ａ　早ければ早いほど内臓の保存が良い状態での解剖が可能になります。具体的には、死後48時間以内のご
遺体が最も多くの目的の解剖に適しており、大部分の登録者がこの時間内に搬送されています。72時間
（３日間）を超えると、解剖の目的がかなり制限されてきます。120時間（５日間）を超えた場合は、お
引き受けをお断りさせていただく場合があります。なお、ドライアイスをお棺に入れる場合は、ドライ
アイスがご遺体に触れないようにお棺の四隅に置いて下さい。アイバンクに登録されている会員は、６
時間以内の眼球剖出行為がありますからご注意ください。

Ｑ　死亡したときの状態によって献体できなくなることがあると聞きましたが、どんな場合ですか。
Ａ　交通事故や墜落事故等、内臓破裂や血管損傷にいたる事故死の場合は、腐敗防止処置ができないので献
体はできません。死後、臓器提供をされた方も同様です。また、事件や変死の疑いがある場合の司法解
剖、特殊な病気や病気の原因・進行状況等を調べるため病理解剖を受ける方は、いずれも献体はできま
せん。

Ｑ　葬儀やお別れ会などのセレモニーをしてから移送でも良いですか？
Ａ　セレモニーの開催は可能ですが、大学としては少しでも内臓の保存が良い状態で解剖を学ばせたいので、
できるだけ早いご遺体の移送をお願いしております。御通夜・告別式などは３日間以内を目途にお考え
ください。
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ご家族の方々へ
１．献体発生時の電話連絡
　献体登録者がお亡くなりになりましたら、まず下記電話番号にご一報ください。千葉大学・
千葉白菊会への連絡は必要ありません。以下の内容をお知らせください。献体登録時にお渡
ししている連絡用カード（ブルーカード）をお持ちの場合は、参考にしてください。葬儀・
告別式を行う場合は、日取りが決まりましたら再度ご連絡をお願いいたします。

　電話連絡先（365日・24時間対応）
　千葉大学献体受付専用番号：０４３－2２６－2５０４
　　　　　　　　　　　　　　（千葉大学医学部献体活動協力事業者 サンセルモ玉泉院）
　もしも電話がつながりにくい場合は　0 4 3 － 3 0 1 － 9 0 0 0（サンセルモ玉泉院稲毛会館）　
　 0 5 0 － 2 0 1 8 － 7 1 6 8（サンセルモ玉泉院コールセンター直通）にお掛けください。

２．お知らせいただく内容
　ご遺体を大学へお渡しいただく日時などについてお知らせください。

３．献体手続きに必要な書類
　① 死亡診断書の写し……医師の死亡診断書をコピーしておいてください。（お迎えの際に必要
となりますので必ずお迎えまでにご用意いただき提携の葬儀業者にお渡しください）

　②�埋火葬許可証……市町村役場に医師の死亡診断書を添えて「死亡届」を提出すると交付さ
れます。その際、火葬場所は「千葉市斎場」とご記入ください。

　③�解剖に関する遺族の承諾書……献体お預かり後、郵送いたしますので、ご署名・捺印のう
えご返送ください。返信用封筒を同封しますので、埋火葬許可証と一緒にご返送ください。

　〈まとめ〉�①の書類はお迎え時に葬儀業者に手渡し。 
②・③の書類は後日大学から返信用封筒が届いてから大学へ郵送。

　注意事項
　※　亡くなられてからお迎えまで数日間あく場合は、ご遺体が傷まないようご配慮ください。
　　　 お棺にドライアイスを入れる場合は、直接ご遺体に触れないようお棺の四隅に入れてく

ださい。
　※　 事故死（交通事故、れき死、水死等）や自殺の場合は献体できません。その他、お体の

状態により保管のための処置が困難な場合にも、献体できないことがあります。

　ご不明の点がありましたら、千葉大学亥鼻地区事務部総務課総務第一係にお問合せください。
（043－ 222－ 7171　内線 5017）

アイバンクにも登録されている場合
　※　登録者が亡くなられた際には、なるべく早く、まずアイバンク協会にご連絡ください。
　　　 平日９時～ 17 時  0 4 3 － 2 2 2 － 6 8 0 3
　　　土日祝日夜間  0 4 3 － 2 2 2 － 7 1 7 1　※ 電話交換手に「献眼を行います」とお伝えくだ

さい。
　　　その際、アイバンク協会に献体登録者であることを合わせてお伝えください。
　　　（献体登録者はアイバンクへの提供は片目だけになります。）
　　　その他、アイバンクに関する詳細は、アイバンク協会にお問合せください。
　　アイバンク協会への連絡後、あらためて大学へ献体の電話連絡をお願いいたします。


